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研究概要︓IoT 技術に欠かせないスマートデバイスを活用し、見守り支援などのサ
ービスが提供可能なロボットシステムの開発を目指している。そのため、最近研究
開発が盛んに行われているパーソナルモビリティシステムの安全な利用のために、ユ
ーザの心拍計測結果をシステムに反映することで、ユーザの状態確認が行えるシス
テムを提案した。IoT を活用した計測システムとロボットシステムを融合することによっ
て、だれもが安心して使うことができるヒューマンセントリックなシステムの研究開発を
目指す。

研究背景︓電動車椅子を含むパーソナルモビリティの機器には搭乗者の安全確
認を促す機能を実装しているものが少ない状況である。そのため、より安全に移動
することを目指して心拍を計測することにより、搭乗者の状態確認を行うシステムを
開発した。 

研究成果︓パーソナルモビリティを使用しているユーザへの支援を行うために、図 1

に示すように、心拍計測システムとスマートデバイスロボットを連携することで、ユーザ
の状態把握を可能にした。そして、ロボットシステムと連携することにより異常状態を
お知らせすることができる基盤システムを開発した。図 2 には実環境でユーザについ
て計測を行いながらモビリティシステムを用いて移動することが可能になっていることを
確認した。 

社会への影響︓パーソナルモビリティシステムについての需要が高まっている中で、
いかにユーザについて安全・ 安心して移動ができるようにするかを検討することによ
って、将来的には誰もが安心できるようなモビリティシステムの開発に繋がると考えて
いる。移動を支援することは最終的には地域コミュニティ促進にも繋がるため、
SDGs の「住み続けられるまちづくり」にも応用できると期待する。 
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